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1 募集人員 

医療機能薬学専攻   10 名＊ 
＊第一回、第二回、社会人特別選抜及び 10 月入学を合計した人数です。 
＊二回目入試は一回目入試の入学手続き者数（一般選抜と社会人特別選抜の合計）によっては実

施しない場合があります。 

 
2 出願資格 

(1) 薬学、医学、歯学又は獣医学を履修する修業年限が６年の課程を修了し大学を卒業した者又は

令和９年３月までに卒業見込みの者 

(2) 外国において、学校教育における 18 年の課程（薬学、医学、歯学又は獣医学を履修する課程を

含むものに限る。）を修了した者又は令和９年３月までに修了見込みの者 

(3) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の

学校教育における 18 年の課程（薬学、医学、歯学又は獣医学を履修する課程を含むものに限る。）

を修了した者又は令和９年３月までに修了見込みの者 

(4) 我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 18 年の課程（薬

学、医学、歯学又は獣医学を履修する課程を含むものに限る。）を修了したとされるものに限る。）

を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科

学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者又は令和９年３月までに修了見込みの者 

(5) 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政

府又は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学

大臣が別に指定するものに限る。）において、修業年限が５年以上である課程（医学、歯学、薬学

又は獣医学を履修する課程を含むものに限る。）を修了すること（当該外国の学校が行う通信教育

における授業科目を我が国において履修することにより当該課程を修了すること及び当該外国の

学校教育制度において位置付けられた教育施設であって（4）の指定を受けたものにおいて課程を

修了することを含む。）により、学士の学位に相当する学位を授与された者又は令和９年３月まで

に授与される見込みの者 

(6) 文部科学大臣の指定した者 

(7) 大学（薬学、医学、歯学又は獣医学を履修する課程に限る。）に４年以上在学し、又は外国にお

いて学校教育における 16 年の課程（薬学、医学、歯学又は獣医学を履修する課程を含むものに限

る。）を修了し、薬学研究科において、所定の単位を優れた成績をもって修得したと認めた者 

(8) 本学薬学研究科において、個別の入学審査により、第１号に定める者と同等以上の学力がある

と認めた者で、令和９年３月 31 日までに 24 歳に達する者 

 

(注)志願者は、入学後の研究計画等について事前に志望分野（専攻科目）の責任者に必ず問い合わ

せてください。 

(注)出願資格(6)、(7) 又は(8)により出願しようとする者は、出願資格予備審査を行うので、事前

に志望分野の責任者の承諾を得て、封筒の表に「薬学研究科博士課程予備審査書類在中」と朱書

きし、下記の期間内に予備審査願等（4 出願書類等⑨参照）を次頁の出願受付場所に書留速達で

郵送してください。期限までに到着しなかった場合には受け付けしません。（期間内消印有効で

はありませんから注意してください。） 
 

 

令 和 ９ 年 度（ ２０２７ 年 度 ） 

名古屋市立大学大学院薬学研究科博士課程 [４年制課程] 

医 療 機 能 薬 学 専 攻 

（ ４ 月 入 学 ）学 生 募 集 要 項（第一回・第二回） 



分　　野 研　　究　　内　　容

１　ヒトiPS細胞の腸管細胞及び脳毛細血管内皮細胞への分化と創薬研究への応用

臨床応用薬物治療学 ２　新規抗Ｂ型肝炎ウイルス治療薬の開発と新薬の代謝・毒性評価に関する研究

臨床製剤学 ３　糖尿病による血管障害機序の解明と薬物療法の検討

地域医療学 ４　患者に優しい製剤の開発

[臨床薬学] ５　創傷治療用製剤の開発

６　難水溶性薬物の可溶化に関する研究

７　医薬品適正使用のための副作用発現危険因子および医療費・医療制度に関する研究

８　医薬品使用が生活の質（QOL）に及ぼす影響に関する研究

９　医薬品適正使用や健康増進への行動変容につながる支援・教育の確立に関する研究

１　New Approach Methodologies (NAMs)を用いた薬物動態・毒性研究

２　胆汁成分の回収が可能な肝細胞培養手法の開発

３　薬物動態・代謝における薬物トランスポーターの役割解明

４　尿酸の栄養学

５　中枢作用薬の脳移行メカニズム解明

１　生薬、漢方薬、天然素材に関する医療薬学的研究

漢方薬物治療学 ２　各種疾患への応用を指向した伝統薬物(漢方薬)の有用性評価と作用機序

３　植物･微生物を素材とする生物機能物質の探索とその創薬への応用

[生薬学] ４　植物･微生物二次代謝機能の遺伝子制御と有用物質生産

５　ゲノム情報に基づく薬用資源植物の多様性の解析とその生薬評価への応用

１　イオンチャネルの生理機能

分子機能薬理学 ２　循環器系難病におけるイオンチャネルの役割

[細胞分子薬効解析学] ３　平滑筋・心筋・神経・軟骨・免疫細胞の電気生理学及び薬理学

４　新薬開発研究

１　脳神経ネットワーク形成の分子機構

分子神経科学 ２　脳の高次機能（記憶、読字、感情など）発現の分子機構

[病態生化学] ３　脳神経系難病の原因解明、診断、予防、治療等に関する研究

４　脳における脂質分子の機能解明

１　生体内物質（薬物・栄養素・脂質など）の体内動態に関わるトランスポーターの機能と制御機構

臨床薬物動態学 ２　生体内物質（薬物・栄養素・脂質など）の体内動態におけるトランスポーターの役割

[薬物動態制御学] ３　トランスポーターの生理学的及び病態生理学的役割

４　生体内物質（薬物・栄養素・脂質など）の体内動態の評価及び予測の方法論

臨床病態治療学 １　グリアに注目した脳保護治療

[病態解析学] ２　腫瘍微小環境に注目したがん治療

３　神経芽細胞腫の自然退縮と悪性化の病態解明

１  がんの生物学的特性の解明と新規分子標的薬の開発

ストレス応答制御学 ２  TGFβシグナルとがんの悪性化メカニズムの解明

３　小胞体ストレスをはじめとする細胞性ストレスと生活習慣病発症機構の解明

[細胞情報学] ４  代謝リプログラミングの理解と疾患発症予防への応用

５  医薬品・毒物代謝のストレスによる影響

１　モデル動物を用いた睡眠覚醒制御の分子機構解析

臨床神経薬理学 ２　睡眠障害とその治療薬の薬理学的研究

３　苦痛緩和を目指した神経薬理学的解析

[神経薬理学] ４　代謝性疾患における高次脳機能障害と治療薬の探索

５　神経障害による感覚異常の機序解明と治療薬探索

[連携大学院　１]

分　　野 研　　究　　内　　容

１　がんの発症・悪性化における微小環境の役割に関する研究

腫瘍制御学 ２　転移の分子メカニズムの解明と予防・治療標的の探索

(愛知県がんセンター研究所) ３　がん悪液質の病態生理解明と治療戦略の基盤構築

４　がんにおけるシグナル制御破綻機構の解明

１　アルツハイマー病の発症メカニズムの解明

加齢病態制御学 ２　アルツハイマー病の進行を遅らせる治療薬標的の探索

(国立長寿医療センター研究所) ３　神経変性疾患の病態形成におけるグリア細胞機能の関与に関する研究

４　ショウジョウバエモデルを活用した老化研究

１　ジェネリック医薬品の生物学的同等性評価と品質確保に関する研究

２　医薬品の製剤および工程設計に関する研究

３　再生医療等製品の品質管理・品質保証・安全性確保に関する研究

４　ヒトES・iPS細胞などの多能性幹細胞に由来する臨床用細胞の品質・安全性評価法の開発

１　がんの治療薬耐性メカニズムの理解と耐性克服法の探索に関する研究

２　がんにおける多様性の理解とそれを考慮した治療戦略の構築

３　ゲノム・エピゲノム情報の理解と新規治療標的の探索研究

４　がんの転移メカニズムの理解と転移制御薬の開発に関する研究

１　がん特異的機能分子の生体内制御による副作用の無いがん創薬研究

２　慢性感染症の機能的治癒を目指した免疫療法・新規RNAワクチンの開発研究

３　ゲノム解析および免疫ゲノム解析を通じた個別化がん免疫療法の開発研究

大学院の概要

医薬品安全性評価学
[レギュラトリーサイエンス]

 医薬品質保証学
(国立医薬品食品衛生研究所)

がん治療学
(公益財団法人がん研究会)

医薬基盤科学
(医薬基盤・健康・栄養研究所)



[創薬生命科学専攻]

分　　野 研　　究　　内　　容

１　分子設計に基づく医薬品候補化合物の合成と機能解析・評価

２　化学的手法に基づく生物活性物質の探索・機能解析法の開発

３　活性酸素種・一酸化窒素の生物有機化学

４　光化学と有機化学に基づく細胞制御物質の開発

１　酵素と酵素モデルの化学

２　生物機能解明に有用な機能性分子の開発

３　医薬リード化合物の合理的設計と合成、活性評価

４　新概念に基づく機能性分子の開発

１　特異な構造様式を持つ生物活性物質の全合成研究

２　生物活性天然物を基盤とする創薬研究

３　新規分子骨格構築法の開発

４　高選択的合成反応の開発

１　遷移金属触媒による多成分ドミノ反応の開発と薬品合成への応用

２　非経験的分子軌道法計算による遷移金属触媒反応の論理的研究

１　オミクス解析を用いた生体分子ネットワークの解明

２　糖鎖の構造機能解析と創薬展開

３　糖タンパク質の生合成システムに関する研究

１　ソフトマター（コロイド、ゲル、高分子、ミセル）の構造形成

２　ソフトマター（コロイド、ゲル、高分子、ミセル）の医薬領域への応用

３　微粒子およびコロイド結晶の医薬領域への応用

４　ソフトマターの秩序化過程の計算機シミュレーション

１　多元的構造生物学アプローチによる生命分子機能の解明

生命分子構造学 ２　疾患機構解明と創薬を目指した糖鎖の生命分子構造学

３　生命分子システムにおける動的秩序形成と高次機能発現の探査

１　脳神経系特異的オルガネラ動態制御

２　アルツハイマー病や神経発達症の病態機構

３　iPS神経細胞を用いた創薬研究

４　mTORシグナル伝達機構

１　脳腫瘍や各種がんへの標的化ドラッグ・デリバリー・システム（DDS）の開発

２　経肺投与ナノ・マイクロ粒子DDSの設計

３　難溶解性・難吸収性薬物の製剤設計

４　ナノ粒子キャリアーDDSの開発

１　サイトカインによる免疫制御機構

２　慢性疾患における分子センサーの役割とシグナル伝達機構の解析

３　腸内細菌を用いた新規DDSの安全性評価

４　結核菌及び他の細菌に対する免疫認識機構の解明と創薬への応用

１　mＲＮＡの翻訳と分解の分子機構

２　ＲＮＡ代謝による遺伝子発現制御

遺伝情報学 ３　外来性ウイルスＲＮＡを分解する抗ウイルス防御

４　癌、神経変性疾患等ＲＮＡ代謝関連疾患の病態形成の分子機構

５　遺伝子治療をはじめとする臨床応用を目的としたmＲＮＡ医薬の開発

[連携大学院　２]

分　　野 研　　究　　内　　容

１　構造生物学とその研究法

２　タンパク質の構造と機能連関

３　分子動力学シミュレーション手法の開発とタンパク質への応用

４　神経変性疾患を引き起こすタンパク質凝集体の形成メカニズムの理論的研究

１　医薬品の品質、有効性及び安全性の評価に関する研究

２　医療機器の品質、有効性及び安全性の評価に関する研究

３　再生医療等製品の品質、有効性及び安全性の評価に関する研究

薬物送達学

衛生化学

生命動態制御学
(自然科学研究機構)

医薬品医療機器審査科学
(医薬品医療機器総合機構)

分子生物薬学

薬化学

生物有機化学

薬品合成化学

機能分子構造学

ｺﾛｲﾄﾞ・高分子物性学

多階層生命機能解析学



⁷ ⁷ ⁷ ⁷

地域医療学 舘　知也 坡下　真大 堀　英生
個人差・オーダーメイド医療薬学 岩尾　岳洋 堀田　祐志 齊藤 将之
[臨床薬学] 河野　弥生 （兼務） 石田　智滉

　

漢方薬物治療学

[薬用資源学]

分子機能薬理学

[細胞分子薬効解析学]

分子神経科学

[病態生化学]

臨床薬物動態学

[薬物動態制御学]

臨床病態治療学

[病態解析学]

ストレス応答制御学

[細胞情報学]

臨床神経薬理学

[神経薬理学]

奥薗　  透

豊玉　彰子

加藤　晃一
　(兼任）

腫瘍制御学 藤下　晃章
(連携大学院)県がんセンター研究所 客員准教授

加齢病態制御学

(連携大学院)国立長寿医療ｾﾝﾀｰ研究所

医薬品質保証学

青木 一洋 奥村 久士

大澤　智子

がん治療学 清谷　一馬

(連携大学院)公益財団法人がん研究会 客員准教授

医薬基盤科学 野木森　拓人

(連携大学院)医薬基盤・健康・栄養研究所 客員准教授

[　]内は博士前期課程で担当する特論

医薬品安全性評価学
[レギュラトリーサイエンス]

荒川　大 黒澤　俊樹

牧野　利明 石内 勘一郎  寺坂　和祥

山村　壽男 鈴木　良明 近藤　るびい

服部　光治 河野　孝夫 高岸　麻紀

（2026年４月現在）

井上　靖道 宮嶋　ちはる

粂 　 和彦 冨田  　淳 鈴木 力憲

保嶋　智也 山城　貴弘

青山　峰芳 青木　啓将

薬品合成化学 中村　精一 大橋　栄作

薬化学 中川　秀彦 川口　充康

生物有機化学 梅澤　直樹 久松　洋介

コロイド・高分子物性学

生命分子構造学 矢木　真穂

機能分子構造学 池田　慎一  

多階層生命機能解析学 矢木　宏和 田中　正彦

薬物送達学 尾関　哲也 小川　昂輝

分子生物薬学 白根　道子 中津海　洋一 尾崎 智也

衛生化学
　

肥田　重明 伊藤　友香 小川　勇

遺伝情報学 星野　真一 宇田川 剛 稲垣　佑都

医薬品医療機器審査科学

(連携大学院)医薬品医療機器総合機構 客員教授

片山　量平客員教授

　附属研究所　創薬基盤科学研究所

青木　正博客員教授

小根山千歳客員教授

(連携大学院)国立医薬品食品衛生研究所

生命動態制御学

(連携大学院)自然科学研究機構 客員教授

山本　拓也客員教授

清谷　一馬客員教授

飯島　浩一客員教授

関谷　倫子客員教授

加藤 くみ子客員教授

安田　智客員教授

片桐　豊雅客員教授

丸山  玲緒客員教授

太田 悠平

客員准教授

石田 良典


